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１．はじめに 

近年，世界各国において 3D 都市モデルの整備が

進められている．日本においても 3D 都市モデルの

整備が進められており，現在国土交通省において行

われている Project PLATEAU はそうした 3D 都市モ

デル整備プロジェクトの 1 つである．PLATEAU は

日本全国の都市において 3D 都市モデルをオープン

データとして整備するプロジェクトであり，整備さ

れたデータは都市活動モニタリング・防災・まちづ

くり等に活用されることが見込まれている．テクス

チャや建物用途等，建物に関する情報を増やすこと

でモデルの価値はさらに高まると考えられる． 

ゼンリン住宅地図や三次元点群等，様々な主体に

よる建物に関する計測データは豊富に存在する．ゼ

ンリン地図は株式会社ゼンリンが現地調査・計測情

報・図面調査に基づいて作成しているデータであり，

建物名や用途に関する情報を持っている．三次元点

群は航空レーザー測量や MMS とよばれる特殊車両

などによって計測されたデータであり，建物の色や

形状に関する情報を持っている．これらのデータは

PLATEAU とは独立に作成されるものであるため，

これらのデータを PLATEAU と結びつけるためには

データの種類に応じた自動紐づけ手法を整理・体系

化する必要がある． 

そこで本論文では，建物に関する様々な計測デー

タの中からゼンリン住宅地図と三次元点群に注目し，

これらのデータの 3D 都市モデルへの効率的なマッ

チング手法について検討し，評価を実施した． 
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図 1 本研究における検討内容の全体像 

 

本研究における検討内容の全体像を図 1 に示した．

具体的な検討内容として，ゼンリン住宅地図につい

ては，静岡県沼津市全域の各ゼンリンレコードにつ

いて Open Location Code (OLC) 6 桁が一致し，かつ重

複率 20%以上となる PLATEAU をマッチングさせた．

マッチングする PLATEAU 建物が存在しないゼンリ

ンポリゴンに対しても，信頼度は低いが対応してい

る可能性のある PLATEAU を OLC・面積差・重心間

距離を基準にサジェストした．三次元点群について

は，沼津駅北口付近の建物 1 つに注目し，付近の

MMS点群を構成する各点について面 IDを付与した．  

 

２．既存研究  

２.１ ２次元ポリゴン同士のマッチング 

  独立に作成された２つのGISポリゴンを比較する

研究として Tong et al. (2009)が存在する．Tong et al. 

(2009) においては形状が一致しない２つの GIS ポ

リゴンとして，紙地図からデジタル化によって生成

されたポリゴンと QuickBird 画像(衛星画像)から抽

出された建物形状ポリゴンが用いられている．ポリ

ゴンの類似度は代表点間距離と重複面積によって評

価されている．Tong et al. (2009) においてはポリゴ

ン同士を結びつけるにあたり，閾値設定の重要性が

指摘されているほか，1 対多，1 対無，多対多のポリ

ゴンマッチングの難しさが指摘されている． 

独立に作成された２つのGISポリゴンの類似度を

評価するにあたり，教師あり学習による重み付けの

最適化を実施した研究として Ruiz-Lendínez et al. 

(2017) が存在する．Ruiz-Lendínez et al. (2017) では，

形状が一致しない２つのGISポリゴンとしてスペイ

ン国立地理研究所作成データ (BCN25) とアンダル

シア統計地図研究所作成データ (MTA10) を利用し

ている．Ruiz-Lendínez et al. (2017) ではポリゴンの

類似度を「凸頂点数，凹頂点数，外周長，面積，最

小 2 次モーメント，Arkin Graph Area (外周長を 1 に

正規化後，方向ベクトルの向きから定義される値θ

と経過した外周距離 s について∫θ(s)ds を該当ポリ

ゴンを 1 周するように計算した値) ， 最小外接矩

形」の 7 つの基準から得られる値の重み付き線型結

合により，0 以上 1 以下の値として定義している． 

続いて，技術者が手動で作成した 800 ペアからな

る教師データセットを用いて，教師ペアとの一致度

を最大化するマッチングを実現する重みが遺伝アル

ゴリズムによって最適化計算されている． 

Ruiz-Lendínez et al. (2017) によれば，計算結果は

ポリゴンの特徴量が最小外接矩形，最小 2 次モーメ

ントと Arkin Graph Area のみから構成され，他の特

徴量の重みは 8%未満であり，不要な情報であった

ということを示している．最小外接矩形はポリゴン

の空間的位置，最小 2 次モーメントと Arkin Graph 

Area はポリゴンの位置に依存しない形状を表して

いる． 

このように，Ruiz-Lendínez et al. (2017) はポリゴ

ンの空間的位置と形状をおよそ 1:1 の重みで評価す

ることで，技術者によるマッチングとの一致度を最

大化するように形状が一致しない２つのGISポリゴ

ンの類似度を定義できることを示している． 

計算された重みに基づく類似度は 8863 個の

BCN25ポリゴンと9067個のMTA10ポリゴンを用い

たペア生成実験に利用された．生成されたペア数は

8676 個であり，97.9%の BCN25 ポリゴンに対して

MTA10 ポリゴンが割り当てられている．ただし，こ

の手法の課題として，Ruiz-Lendínez et al. (2017) は 

1 対多マッチングに対応できないことや，生成され 
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表 1 OLC の桁数と表すグリッドの大きさ 

OLC 桁数 緯度経度範囲 赤道上での範囲 

6 1/20 度 約 5566m 四方 

8 1/400 度 約 278m 四方 

10 1/8000 度 約 13.9m 四方 

 

たペアが持つ類似度が必ずしも高くないことを挙げ

ている．後者についてはそもそも BCN25 ポリゴン

と MTA10 ポリゴンが人間による目視によっても結

びつけることが困難な場合があることと関係してい

ることが実際のポリゴンを目視した考察から推定さ

れた． 

 

２.２ GISポリゴンの特徴量 

GIS ポリゴンの空間的位置を単一文字列で表現で

きるライブラリとして Open Location Code (OLC)が

存在する．OLC とは，緯度・経度の値をもとにオー

プンソースライブラリによって生成される文字列で

あり，本研究で用いる桁数(10 桁以内)の範囲では 2

文字ごとに緯度・経度両方について 20 分の 1 ずつに

コードの表す領域が分割される．OLC の仕組みは四

分木と類似しており，空間的検索の高速化を実現す

る．ライブラリ公式ドキュメントから OLC 桁数，

緯度経度範囲，赤道上での範囲を引用し表 1 に示し

た．なお，赤道上での範囲計算においては緯度経度

1 度あたり 111321m という換算が行われているが，

今回 OLC を用いる範囲は沼津市であり，経度 1 度

あたりの長さは 111321m よりも短い．具体的には，

今回用いる OLC が表すグリッドの大きさは東西方

向について表 1 で示された大きさよりもおよそ

cos(π/6)，すなわち 0.86 倍ほど小さい． 

GIS ポリゴンの形状類似度を距離の公理を満たす

ように定義し，「形が似ている」ことを定量的に定義

した研究として浅見らの研究(2011)がある．浅見ら

の研究(2011)は，はじめに２つの敷地形状が同一で

あることを平行移動して２つの敷地が一致すること

として定義している．この際，数学的に 2 つの敷地

の形状が相似や合同であっても，面積や方向が異な

る敷地は異なる機能性を持つため，2 つの敷地が同

一とは必ずしもいえないことを指摘している．続い

て，2 次元図形 X の面積を A(X)と表すとき，敷地 X

と敷地 Y の敷地形状距離を，あらかじめ２つの敷地

の重心を重ね合わせた後，{A(X∩Y)-A(X∪Y)}/ A(X

∪Y)を計算することで定義している．敷地 X と敷地

Y の敷地形状が同一の場合この距離は 0 となり，大

きく異なる場合でも 1 以下の値となる．  

 

２.３ 点群と３次元都市モデルのマッチング 

PLATEAU は CityGML ファイルから構成される．

CityGML と点群を結びつけた研究として Beil et al. 

(2021)が存在する．Beil et al. (2021) は MMS 点群を

CityGML に結びつけるにあたり，対応する CityGML

要素から 3D バッファを作成し点群を切り出す作業

を実施している．Beil et al. (2021) は論文内作業にお

いて有料ソフトウェア FME を利用している．FME

は PLATEAU ドキュメントにおいても，CityGML を

取り扱うためのソフトウェアとして紹介されており，

3 次元都市モデルを扱う上で利用が標準となってい

るソフトウェアの 1 つであるが，利用には高価な料

金が必要である． 

3 次元点群を取り扱うためのオープンソースライ

ブラリとして Zhou et al. (2018)で提案されたOpen3D

がある．Open3D に含まれる関数を用いることで建

物から XY 平面換算での距離が一定値以内の点のみ

を選択し保存することができる．これは Beil et al. 

(2021)で行われる操作に似ているが，Z 座標を考慮

した点と面の距離に基づく点群の切り出しは

Open3D に含まれる関数をそのまま利用するだけで

は不可能である． 

 

２.４ 既存研究と比較した本研究の位置づけ 

初めに，ゼンリンポリゴンの取り扱いに関して，

既存研究と比較した本研究の位置付けを述べる． 

本研究では Ruiz-Lendínez et al. (2017)で技術者が

手動作成したポリゴンペアを用いてポリゴン類似度

の計算基準が決定されていることを参考に，まず手

動で作成したゼンリンポリゴンと PLATEAU ポリゴ

ンの教師ペアデータに基づきポリゴンマッチングの

基準を決定した．ゼンリンポリゴンは PLATEAU ポ

リゴンに比べポリゴンが細かく分割されている傾向
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があったため，Tong et al. (2009)や Ruiz-Lendínez et al. 

(2017)で難しいとされている 1 対多マッチングが必

要となった．そのため，浅見らの研究(2011)で定義

された敷地形状距離を参考に，重複率をゼンリンポ

リゴンを Z， PLATEAU ポリゴンを P として A(Z∩

P)/A(Z)と定義して利用した．1 対無マッチングにも

対応できるように重複率20%以下のペアはマッチン

グさせないように設定した．さらに，教師ペアデー

タに基づき決定したポリゴンマッチング基準は

Ruiz-Lendínez et al. (2017)と同様に広域(沼津市全体)

で適用実験を行った．数多くのポリゴンを対象にマ

ッチング検討を行うにあたり，ポリゴン同士の距離

の計算時間が長くなることが問題点となったため，

今回ポリゴンの空間的位置を表す指標としては

OLC を採用した． 

三次元点群について，本研究は Beil et al. (2021)と

Zhou et al. (2018)で提案された手法やライブラリに

PostGIS を組み合わせることで，無料で利用可能な

ソフトウェアのみで面単位での点群切り出しを実施

している．具体的には，本研究においては，Open3D

に含まれる関数を用いることで建物から XY 平面換

算での距離が 1m 以内の点をあらかじめ保存した後，

点とジオメトリの最小距離を PostGIS 関数を用いて

計算することで，Z 座標を考慮した面単位での点群

切り出しを実現した．  

 

３．実験の方法 

３.１ 本研究で実装した処理の全体像 

本研究ではゼンリンポリゴンに対する PLATEAU

建物 ID マッチング・サジェスト処理と三次元点群

を構成する各点に対する壁面 ID 付与処理を Python

スクリプトとして実装した．各ゼンリンポリゴンに

対するマッチング・サジェストの両方を含む処理の

全体像を図 2，三次元点群に対する処理の全体像を

図 3 に示した．以下では，処理の実装にあたり検討

した事項や，実装の詳細について述べる． 

 

３.２ 沼津駅北口付近でのポリゴンマッチング 

  ゼンリン住宅地図について，はじめにポリゴンマ

ッチングの基準を決定するために沼津駅北口付近の

67 個の建物について教師データを準備した．教師デ

ータは PLATEAU 建物データとゼンリン建物データ，

正解ペアデータから構成した．PLATEAU 建物デー

タはG空間情報センターにおいてダウンロードした

CityGML ファイル内の LOD1(白箱状 )データを

PLATEAU 建物 ID と共に GPKG ファイルとして保

存することで作成した．ゼンリン建物データも

GPKG ファイルとして準備した．PLATEAU 建物デ 

ータとゼンリン建物データの全ての建物に対して重

心位置に関する OLC 列の設定も GPKG ファイル作

成時に実施した． 

次に，正解ペアと同じマッチングを実現する方法

を検討するために，各ゼンリンレコードについてジ

オメトリ交点を持つ PLATEAU ポリゴンが存在する

場合に該当 PLATEAU 建物 ID を保存する操作を行

った．候補 PLATEAU 建物 ID が複数存在する場合

はジオメトリ重心間距離が最小のものを保存し，存

在しない場合はリジェクトとして記録した．保存し

た PLATEAU ID を正解ペアデータと比較した結果

は図 4 のようになった．正しく ID 付与またはリジ

ェクトできたものは 58 個(87%)となり，3 つのエラ

ータイプが出現した． 

1 つ目のエラータイプはゼンリンポリゴンが

PLATEAU ポリゴンに内包されており，PLATEAU と

ゼンリンの交点が存在せず， 対応 PLATEAU 無と判

定されるものであった．このエラータイプに該当す

るポリゴンは図4中赤色斜線で示した5つであった． 

2 つ目のエラータイプは大きな建物の端部がゼン

リンでは分割されている場合，より近い小さな建物

とマッチングされてしまうというものであった．こ

のエラータイプに該当するポリゴンは図 4 中青色斜

線で示した 2 つであった．これは Tong et al. (2009)

や Ruiz-Lendínez et al. (2017)で難しいとされている 1

対多マッチングに相当した． 

3 つ目のエラータイプは対応 PLATEAU が存在し

ない場合に，リジェクトではなく隣の PLATEAU へ

マッチングしてしまうというものであった．このエ

ラータイプに該当するポリゴンは図 4 中緑色斜線で

示した 2 つであった．これは Tong et al. (2009)で難し 
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図 2 各ゼンリンポリゴンに対するマッチング・サジェストの両方を含む処理の全体像 

 

 

図 3 点群に関する処理の全体像 

 

いとされている 1 対無マッチングに相当した． 

続いて，ジオメトリが交点を持たない場合や 1 対

多・1 対無マッチングにも対応する，沼津市全体に

対して短時間で実行可能なアルゴリズムの案として

「各ゼンリンレコードについて OLC k 桁が一致し，

かつ重複率 A%以上となる PLATEAU が存在する場

合に該当 PLATEAU 建物 ID を保存する」操作を検

討した．Tong et al. (2009) で述べられている通り，

このような操作を行う際は閾値設定が重要であるた

め，以下で閾値決定の手順について述べる． 

OLC 閾値 k については，はじめに k=10(赤道上で

約 13.9m 四方，沼津市においては東西方向について

13.9mよりも狭い範囲を示す)としたところ正解ペア

を検出できない場合が生じた．k=8 においてはその

ような問題が生じなかったため，最初に k=8とした．

なお，k=8 について，教師データ作成範囲の約 100m

東に対応すべき PLATEAU ポリゴンとゼンリンポリ

ゴンの重心同士を結ぶ線が OLC 境界と交差するペ

アが存在することが確認されたため，沼津市全体で

の実行時には k=6についても検索を行うこととした． 
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図 4 ジオメトリ交点と距離によるマッチング結果 

 

 

図 5 OLC 8 桁一致ペアの重複率の分布 

 

 

図 6 OLC8 桁と重複率 20%によるマッチング結果 

 

次に重複率閾値 A を設定するために，OLC8 桁が

一致する全てのペアを作成し，重複率の分布を図示 

し図 5 とした．正解ペアデータに含まれるアクセプ

トすべきペアの重複率は全て 50.1%以上で，正解ペ

アデータに含まれないリジェクトすべきペアの重複 

率は全て 17.6%以下であった．そこで重複率閾値 A

を 20%と設定した．k=8, A=20%とすることで教師付

きデータ全てについて正しく ID 付与またはリジェ

クトできることを確認した．その結果が図 6 である． 

 

３.３ 広域でのポリゴンマッチング 

３．２での考察を踏まえ，静岡県沼津市全域の各

ゼンリンレコードについて，OLC k 桁が一致しかつ

重複率 20%以上となる PLATEAU が存在する場合に

該当 PLATEAU 建物 ID をマッチングさせる操作を

k=10, 8, 6 の順で実施した．OLC 閾値 k の値が大き

いほど 1 つのゼンリンレコードあたりの検索時間は

短い．沼津市全体での実行においては，実行時間短

縮のため，大きな OLC 閾値 k の値でも重複率 20%

以上の PLATEAU ポリゴンが見つかるゼンリンポリ

ゴンについては順次検索を行うゼンリンレコード群

から除外することとした．重心が 100m 以上離れた

ポリゴンも AND 条件を設けて検索対象から除外す

ることによってもさらなる実行時間短縮を図った． 

上記の作業によってマッチングする PLATEAU が

存在しない場合，OLC 6 桁が一致し，ゼンリンとの

面積差が 20%以内かつ重心間距離 10m 以内となる

PLATEAU が存在する場合に該当 PLATEAU 建物 ID

をサジェストすることとした．これは，マッチング

する PLATEAU 建物 ID が存在しないゼンリンポリ

ゴンに対して，信頼度は低いが対応している可能性

のある PLATEAU ID を与えることを目指したもの

である．サジェストされたポリゴンについては本ア

ルゴリズムの利用者が目視で確認することを想定し

た． 

 

３.４ 点群と３次元都市モデルの連携 

三次元点群については，沼津駅北口付近の建物 1

つに注目し，各点について面 ID を付与することを

検討した． 具体的に注目した建物は PLATEAU 建

物 ID「22203-bldg-97124」の建物である．この建物

は３．２で教師データ作成対象範囲とした建物のう

ち最も南西にある建物であり，西側に接する道路の

MMS 点群データが静岡ポイントクラウドで公開さ

れていることから注目対象とした． 

PLATEAUのLOD1(白箱状)データはGPKGファイ 
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図 7 切り出された点群の色平均値を計算した建物 

 

ルにおいてMulti Polygon Z型を持つ．はじめにMulti 

Polygon Z型を形成する各面を個別にPostGISデータ

ベースに登録し，初めの面から順に面 0，面 1，面 2，

…と面 ID を付与した．次に，三次元点群について，

Open3D を用いて建物から XY 平面換算での距離が

1m 以内の点のみを選択した上で，PostGIS データベ

ースに登録した．続いて，点群を形成する各点につ

いて最も近い面を検索することで各点に面 ID を付

与した．この操作によって，PostGIS に登録した

77220 個の MMS 点群に対し面 ID を付与し，特定の

面 ID (面 ID 17)を指定し点群を切り出した結果を無

料ソフトウェアの Cloud Compare で目視可能な PLY

ファイルとして保存し，Google Street View 画像と比

較した． 

点群の切り出し結果については，各面 ID に対し

切り出された全ての点の画素平均値を計算する作業

も実施した．この計算を行った目的は，既存の三次

元都市モデルに色情報を追加することを目指した考

察を行うためである．平均値計算は最初に注目した

建物 ID「22203-bldg-97124」をもつ建物以外に建物

ID 下 5 桁がそれぞれ「97132」「97137」となる建物

についても実施した． 「97132」は「97124」の北隣

に位置し，「97137」は「97132」の北隣に位置する．

具体的なこれらの建物の位置は図 7 において赤丸で

建物 ID を囲うことによって示した．また画素平均

値計算は MMS 点群だけでなく，同じく静岡ポイン

トクラウドで公開されている航空レーザー測量で取

得された点群データ(LP点群データ)に対しても実施

した． 

 

 

４．実験の結果と考察 

ゼンリンポリゴンに対する処理結果を表 2 に示し

た．表 2の通り，OLCと重複率を用いることにより，

沼津市全体の 88525 個のゼンリンポリゴンのうち，

92.4%に相当する 81771 個のポリゴンに PLATEAU

建物 ID をマッチングさせ，0.7%に相当する 684 個

のポリゴンに PLATEAU 建物 ID をサジェストする

ことに成功した．今回マッチングが行われた割合

92.4%は Ruiz-Lendínez et al. (2017)における 97.9%と

いう値に比べて小さな値となった．しかし，利用し

たデータセットの違いや，マッチング対象外のポリ

ゴンに，1 対無マッチングの成功例，すなわち正し

いリジェクトも含まれていることを考慮すると，今

回検討した手法は，Ruiz-Lendínez et al. (2017)に比べ

て利用した特徴量がシンプルかつ数も少ないにもか

かわらず精度に大きな差は無いと考えられた． 

沼津市全体での実行時間計測はクラウドサーバー

上で実施した．具体的には AWS EC2 t3.medium イン

スタンスを利用した．AWS 公式ドキュメントによれ

ば，t3.medium インスタンスは「最大 3.1 GHz の持

続的な全コアターボを備えた、第 1 もしくは第 2 

世代インテル  Xeon Platinum 8000 シリーズ 

(Skylake-SP もしくは Cascade Lake) プロセッサ」を

搭載しており，メモリは 4GB である．この環境にお

ける実行時間は 634 秒であり，実用的な範囲であっ

た． 

教師データ作成範囲外の処理結果例を図 8 として

示した．図 8 は教師データを作成した地域に近い沼

津駅から，東海道本線において 2 駅分離れた原駅北 

 

表 2 ゼンリンポリゴンに対する処理結果 

 沼津市全体 

ゼンリンポリゴン数 88525 

PLATEAU ID がマッチングされた数 81771 

PLATEAU ID がサジェストされた数 684 

マッチングが行われた割合 92.4% 

マッチングもしくはサジェストが行

われた割合 

93.1% 

実行時間(秒) 634 
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図 8 教師データ作成範囲外の処理結果例 

 

図 9 適切であると考えられたサジェスト例 

 

 

図 10 適切ではないと考えられたサジェスト例 

 

西部付近の建物群に対して作成したものである． 

マッチング・サジェストの結果は，図 8 の範囲に

おいてはいずれも妥当であった．特にサジェストに

ついて，図 8 におけるサジェストは北東方向の形状

が類似しているものの重複率が低くマッチングされ

ない PLATEAU ポリゴンを対象としたものとなって

おり，サジェスト機能を追加する意義を示したもの

となっている．ただし，他の地域においては，サジ

ェストが適切でない例も見られた． 

 適切であると考えられたサジェスト例と適切では

ないと考えられたサジェスト例をそれぞれ図 9，図

10 として示した．サジェストについては，本アルゴ 
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図 11 壁面番号を指定した点群切り取り結果 

 

表 3 図 11 に示した建物の画素平均値計算結果 

 壁面番号 MMS 点群 LP 点群 

2 平均値無し (175, 184, 185) 

12 (190, 198, 198) (112, 129, 141) 

14 (160, 161, 158) (118, 131, 139) 

17 (135, 140, 136) (198, 206, 202) 

18 (143, 149, 145) (211, 218, 214) 

19 (99, 97, 89) (238, 241, 235) 

 

表 4 画素平均値計算に成功した壁面数 

建物 ID 

下 5 桁 

総壁面数 MMS 

点群 

LP 

点群 

97124 19 8 19 

97132 11 7 11 

97137 9 7 9 

 

リズムの利用者が目視で確認することを想定してい

るため，このように適切なサジェストと適切でない

サジェストが入り交じる結果は妥当であると考えた． 

続いて，点群に関する処理結果として，壁面 17

番による点群切り取り結果を図 11 に示した．中央の

図は上方向が北である．切り出された点群は妥当で

あると目視によって推定された．特に 1 階部分の切

り出された点群の質は高く，建物の特徴をはっきり

と捉えていた． 

GSV での考察を行った建物 ID「22203-bldg-97124」

をもつ建物について，画素平均値計算を行った結果

のうち，代表的な面のものを表 3 に示す．画素平均

値は(R, G, B)という値の組によって示している． 

壁面番号 2 は建物東側の面である．MMS 点群は

建物西側の道路沿いのもののみが主に存在したため，

壁面2について切り出されるMMS点群は存在せず，

平均値無しとなった．LP 点群は特定の道路に面しな

いことが点群密度低下を招くことがなく，壁面 2 に

対しても画素平均値計算が成功した． 

図 11 の建物北西から撮影された GSV を見ると，

建物北側の「壁面 12 や 14」は建物西側の「壁面 17」

より白いことが推定される．画素平均値の値が全体

的に大きいほど白に近い色になることを考えると，

表 3 は MMS 点群の平均値の方が LP 点群の平均値

に比べて正確である可能性を示唆していた．  

表 4 に今回画素平均値計算を行った 3 つの建物に

対し，画素平均値計算に成功した壁面数を示した．3

つ全ての建物において，MMS 点群では壁面画素平

均値計算に失敗する場合があったが，LP 点群では全

ての壁面に対して画素平均値計算に成功した．この

ことは，LP 点群データのカバー率の高さを定量的に

示していると考えられた． 

図 12 に，MMS 点群から計算した壁面画素平均値

を 3 つの建物について 3 次元データに貼り付けた結

果を北側から見た図を示した．平均値無しの箇所は

黒，天井面は赤として図示している．また，3 次元

データとして GUI 表示される色は光源によって元

の画素数値と異なる値となるため，図 12 で示された

壁の色は画素平均値計算結果とは必ずしも一致しな

い．図 12 と同様の処理を LP 点群に対して行った結

果は図 13 として示した．図 12 と図 13 は点群切り出

しの結果が将来的に 3 次元都市モデルの情報充実に

つながりうることを示している． 
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図 12 画素平均値を壁面に貼り付けた結果(MMS) 

平均値無しの箇所は黒，天井面は赤として着色 

 

 

図 13 画素平均値を壁面に貼り付けた結果(LP) 

平均値無しの箇所は黒，天井面は赤として着色 

 

５．おわりに 

本論文では建物に関する様々な計測データの中か

らゼンリン住宅地図と三次元点群に注目し，これら

のデータの 3 次元都市モデルへの効率的なマッチン

グ手法について検討し，評価を実施した．結果はい

ずれもおおむね妥当と考えられたが，特に点群デー

タについてはさらなるマッチング範囲拡大を目指す

必要があると考えられた．加えて，3 次元都市モデ

ルの情報充実を目指すにあたっては，実際に

CityGML に今回入手した情報を付与する方法を検

討することも重要であると考えられる．この際，点

群データを扱う場合には，カバー率の高い LP 点群

データと質の高い MMS 点群データを適切に使い分

ける必要性があることが本論文における考察から示

唆された．本論文で検討した事項に基づき，今後も

3 次元都市モデルの情報充実に向けた手法開発に取

り組んでいきたいと考えている． 
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